
2020年4月

あこう社協だより

　友愛訪問活動事業では、75歳以上のひとり

暮らし老人、ともに80歳以上の高齢者世帯、

65歳以上の認知症老人と寝たきり老人を対

象に、見守り訪問をしています。

　３月５日（木）には、赤穂地区において実施

され、民生委員が対象者345名を訪問し、お茶

とお菓子、それに赤穂小学校児童が書いた手

紙と、赤穂中学校生徒が折った折り紙を添え

て配布しました。

（特集）福祉の仕事～児童福祉①～ ･･･････････ 2P

令和２年度社協事業計画・予算 ･･････････････ 4P

ボランティア出前講座のご案内

ひとり親家庭サポート事業利用者募集

おもちゃライブラリー・おもちゃ病院紹介 ････ 6P

知っ得あんしんみんなの介護保険 ･･･････････ 7P

あこうのホッとな人 №.32 ･････････････････ 8P

「あこう社協だより」は、赤い羽根共同募金の配分金で作成しています。

（No.61）
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（問合せ先）社会福祉法人 赤穂市社会福祉協議会　電話 0791-42-1397　　FAX 0791-45-2444 E-mail  ako-shakyo@ako-shakyo.jp　　　〒 678-0232 赤穂市中広 267 番地

 

以
前
の
職
場
で
子
育
て
の
相
談
業

務
に
携
わ
っ
て
い
た
時
、
市
内
に

は
子
ど
も
対
象
の
相
談
支
援
事
業

所
が
少
な
く
、
困
っ
て
お
ら
れ
る

方
が
多
く
い
る
こ
と
を
知
り
、
障

が
い
や
そ
の
疑
い
の
あ
る
子
ど
も

た
ち
を
、
事
業
所
と
繋
ぐ
お
手
伝

い
が
で
き
れ
ば
と
思
い
、
こ
の
仕

事
に
就
き
ま
し
た
。

　

相
談
支
援
専
門
員
は
、
発
達
が

気
に
な
る
、
ま
た
は
心
配
の
あ
る

お
子
さ
ん
が
、
障
害
児
通
所
支
援

事
業
（
児
童
発
達
支
援
事
業
や
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
を

利
用
す
る
前
に
「
障
害
児
支
援
利

用
計
画
」
を
作
成
し
、
そ
の
計
画

書
を
も
と
に
、
本
人
や
ご
家
族
の

方
と
話
し
合
い
、
利
用
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
に
設
け
ら
れ

た
一
定
期
間
ご
と
に
、
利
用
の
状

況
や
様
子
を
伺
い
、
必
要
に
応
じ

て
関
係
機
関
と
の
連
絡
や
支
援
の

調
整
を
行
い
ま
す
。

　

本
人
や
ご
家
族
か
ら
要
望
を
伺

い
、
個
々
に
合
っ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス

と
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関

と
の
連
携
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
ご
家
族
の
方
々
が
お
子
さ

ん
の
成
長
を
実
感
し
、
笑
顔
で
お

話
し
し
て
い
た
だ
い
た
時
、
私
が

少
し
で
も
お
役
に
立
て
た
の
で
は

と
思
い
、
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
、本
人
や
ご
家
族
の
方
々

の
し
ん
ど
さ
に
寄
り
添
い
、
さ
ま

ざ
ま
な
持
ち
味
を
持
っ
た
子
ど
も

た
ち
が
自
分
ら
し
く
豊
か
に
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
支
援
を
繋
ぐ

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も

た
ち
が
、
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い

時
間
を
過
ご
し
、
心
も
体
も
健
や

か
に
成
長
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

相談支援専門員

福
祉
の
仕
事

福
祉
の
仕
事
〜
児
童
福
祉
①
〜

　今月と来月の特集は、市内で子どもたちの個性を尊重し、自分らしく豊かに暮らしていけ
るよう個々に合った援助を行っている方々を紹介します。

相談支援事業所　七色こんぺいとう
� 山崎　由美子さん
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短
大
を
卒
業
し
て
か
ら
一
般
企

業
や
旅
行
会
社
の
添
乗
員
と
し
て

働
い
て
い
ま
し
た
が
、
30
歳
を
過

ぎ
た
時
、
当
時
ま
だ
国
家
資
格
に

な
っ
て
間
も
な
い
言
語
聴
覚
士
の

仕
事
に
将
来
性
を
感
じ
、
４
年
間

養
成
学
校
で
学
び
、
言
語
聴
覚
士

の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

私
の
仕
事
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
発
音
、
聴
こ
え
の
発
達

に
課
題
の
あ
る
０
歳
児
か
ら
就
学

ま
で
の
お
子
さ
ん
に
、
個
々
に
応

じ
た
言
語
指
導
を
行
い
ま
す
。
必

要
に
応
じ
て
発
達
検
査
を
行
い
、

得
意
な
分
野
と
苦
手
な
分
野
を
見

極
め
、
得
意
な
分
野
を
さ
ら
に
伸

ば
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、ご
家
族
の
方
に
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
意
欲
を
育
て
る
た

め
の
声
か
け
の
ポ
イ
ン
ト
や
家
庭

で
の
か
か
わ
り
方
、
こ
と
ば
の
聴

こ
え
や
発
話
に
関
す
る
耳
や
脳
の

仕
組
み
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
具

体
的
に
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

言
語
指
導
を
利
用
さ
れ
て
い
る

お
子
さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
意
欲
が
高
ま
り
、
理
解
で
き
る

こ
と
ば
や
表
出
で
き
る
こ
と
ば
が

増
え
て
く
る
こ
と
や
、
不
安
そ
う

に
過
ご
さ
れ
て
い
た
ご
家
族
に
少

し
づ
つ
笑
顔
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
。

　

言
語
聴
覚
療
法
は
日
々
進
歩
し

て
い
ま
す
。
言
語
聴
覚
学
会
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
学
会
な

ど
の
全
国
学
会
に
出
席
し
た
り
、

外
部
講
師
を
お
招
き
し
、
最
新
の

指
導
法
を
学
び
実
践
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
も
専
門
的
で
質
の
高
い

言
語
指
導
を
提
供
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
「
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
、
人
の

役
に
立
ち
た
い
」
と
思
っ
た
の
が

福
祉
の
仕
事
に
就
い
た
き
っ
か
け

で
す
。
長
年
福
祉
の
仕
事
に
携
わ

り
、
現
在
勤
務
し
て
い
る
事
業
所

を
立
ち
上
げ
る
時
に
誘
わ
れ
、
管

理
者
な
ど
を
経
て
、
今
は
児
童
指

導
員
と
し
て
も
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

当
事
業
所
の
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
は
、
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
た
ち
の
放
課
後
や
長
期
休
暇

中
の
居
場
所
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
る
施
設
で
す
。

　

市
内
の
小
学
校
の
支
援
学
級
や

特
別
支
援
学
校
の
子
ど
も
た
ち
を

お
預
か
り
し
、
遊
び
や
社
会
体
験

を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

促
す
支
援
を
行
い
ま
す
。
自
分
の

気
持
ち
を
う
ま
く
相
手
に
伝
え
ら

れ
ず
、
子
ど
も
同
士
で
ト
ラ
ブ
ル

に
な
っ
た
時
は
、
必
要
に
応
じ
て

援
助
を
行
い
、
相
手
を
思
い
や
る

豊
か
な
心
を
育
て
、
仲
間
と
共
に

遊
び
、
共
に
学
ぶ
楽
し
さ
を
育
む

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

児
童
指
導
員
で
一
番
重
要
な
こ

と
は
、
子
ど
も
た
ち
と
良
い
人
間

関
係
を
築
く
こ
と
で
す
。
良
い
人

間
関
係
が
で
き
る
と
、
子
ど
も
の

口
か
ら
自
然
に
「
あ
り
が
と
う
」

と
い
う
言
葉
が
出
た
り
、
自
分
だ

け
に
と
っ
て
お
き
の
笑
顔
を
見
せ

て
く
れ
ま
す
。
こ
の
笑
顔
が
私
の

心
の
癒
し
と
な
り
、
こ
の
仕
事
を

し
て
い
る
中
で
一
番
う
れ
し
い
こ

と
で
す
。

　

今
後
は
、
子
ど
も
た
ち
と
今
以

上
に
強
い
人
間
関
係
を
築
き
、
子

ど
も
た
ち
が
成
長
し
て
い
く
中
で
、

少
し
で
も
手
助
け
が
で
き
れ
ば
と

願
い
つ
つ
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

言語聴覚士

児童指導員

赤穂市児童発達支援事業　あしたば園
� 土居　佳世さん

放課後等デイサービス　きっと・もっと・みらい
� 川西　良明さん
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令和２年度 社協事業計画・予算
３月16日に理事会、３月25日に評議員会を開催し、令和２年度の事業計画および予算が審議・議決されました。

事業方針

重点事項

　誰もが安心して暮らすことができる福祉のまちづくりを使命とする社会福祉協議会として、複雑化・深
刻化する地域の福祉課題を受け止めながら、第２次地域福祉推進計画の基本理念である「支えあい　助け
あう　こころつながる　やさしいまち　あこう」の実現を目指して、次の重点事項に取り組みます。

①第２次地域福祉推進計画の推進
　計画の進捗状況や新たな福祉課題への対応等を検証・検討し、着実に推進します。また、本年度は計
画中間年度の３年目になります。社会情勢の変化等による新たな課題に対応するため、評価委員会を設
置し、計画の中間見直しを行います。

②社会福祉協議会の体制強化
　社協の目的・意義や活動などの周知・啓発を進めるとともに、組織体制の強化に努めます。

③福祉への関心の向上
　広報紙やＳＮＳ、ホームページなどを活用し、適切な情報発信に努めます。

④地域福祉の充実強化
　生活支援コーディネーターを配置することにより、「ふれあい・いきいきサ
ロン」「地域の困りごと応援隊」などを通じ、地域での生活支援体制づくりに
努めます。

⑤在宅福祉サービスの積極的な展開
　「友愛訪問」「給食サービス」などを通じ、住民相互の助けあい活動の充実を
図ります。「移送サービス」は利用料金を無料とし、事業の拡大に努めます。

⑥児童福祉活動の充実
　「ひとり親家庭ランドセル・中学生体操服購入助成事業」など、低所得者対
策や子育て支援の促進を図ります。

⑦ボランティア活動及び福祉教育の積極的な推進
　「ボランティア養成講座」「災害ボランティアセンター開設訓練」「福祉協力
校指定事業」などにより、ボランティアの裾野の拡大に努めます。

⑧相談支援機能の充実
　「心配ごと相談」「資金貸付事業」などを通じ、市民の皆さんが安心できる
相談・生活支援に努めます。新たに、ひきこもり状態にある方の居場所を開設します。

⑨総合福祉会館運営事業の円滑な推進

⑩介護保険事業等の安定した経営体制の確立
　信頼される事業所としての役割を果たせるよう、利用者の方々の期待に応えられる介護福祉サービス
の向上に励みます。なお、地域密着型通所介護事業所「わたしんち」については、令和元年度で廃止し
ました。
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経常経費補助金収入
41,783（19%）

受託金収入
30,905
（13%）

事業収入
11,589
（5%）

介護保険事業収入
82,475（37%）

障がい福祉サービス
等収入
51,348（23%）

その他
1,950（1%）

会費収入
1,120（1％） 寄付金収入

2,000（1%）

（単位：千円）

収入
2億2,317
万円

法人運営事業
52,612（22%）

地域福祉活動
推進事業
27,020（11%）

共同募金
配分金事業
18,741（8%）

ボランティア
センター活動事業
3,811（2%）

その他福祉活動
推進事業3,810（2%）

介護保険事業
81,774（35%）

障がい者総合支援事業
41,204（17%）

貸衣裳事業
7,410（3%）

（単位：千円）

支出
2億3,638万
2千円

収　入　の　部支　出　の　部

会 費 収 入 個人・法人からの賛助会費
寄 付 金 収 入 善意銀行への預託金
経常経費補助金
収 入

市、県からの補助金
共同募金、歳末たすけあい募金配分金

受 託 金 収 入 市、県からの受託金

事 業 収 入 貸衣裳事業収入
給食サービス利用料収入ほか

介 護 保 険 事 業
収 入

訪問介護事業・居宅介護支援事業の
介護報酬および利用者負担金

障 が い 福 祉
サービス等収入

障がい者（児）へのホームヘルパー派遣
相談支援事業による介護報酬および
利用者負担金

そ の 他 積立資産取崩収入ほか

法 人 運 営 事 業
広報紙発行、福祉のつどい
総合福祉会館管理費
事務局職員人件費ほか

地 域 福 祉
活 動 推 進 事 業

給食サービス、移送サービス
敬老事業、ひきこもり支援事業ほか

共 同 募 金
配 分 金 事 業

友愛訪問事業、三世代交流もちつき
ふれあい・いきいきサロン
福祉協力校指定事業ほか

ボ ラ ン テ ィ ア
センター活動事業

ボランティアセンター運営費
ボランティア養成講座ほか

そ の 他 福 祉
活 動 推 進 事 業

心配ごと相談事業
福祉サービス利用援助事業
資金貸付事業ほか

介 護 保 険 事 業 訪問介護事業
居宅介護支援事業

障 が い 者
総 合 支 援 事 業

障がい者（児）へのホームヘルプ事業
相談支援事業

貸 衣 裳 事 業 婚礼衣裳等の貸出

� （単位：千円）

当 期 資 金 収 支 差 額 △ 13,212

前期末支払資金残高 85,964

当期末支払資金残高 72,752

　令和 2 年度社協の事業計画と予算につ
いては、スペースの都合により、一部の
み紹介しています。詳しい内容は、ホー
ムページまたは社協事務所の窓口でご覧
いただけます。
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ボランティア出前講座のご案内ボランティア出前講座のご案内 ひとり親家庭サポート事業　
利用者募集！

ひとり親家庭サポート事業　
利用者募集！

壊れてしまった
大切なおもちゃありませんか？

壊れてしまった
大切なおもちゃありませんか？新しいおもちゃが入りました♪新しいおもちゃが入りました♪

　ボランティアグループによる、防災・減災、災害
に関することや、子育て、健康、認知症などに
関する出前講座なども実施しています。

　社協では、ボランティア活動への理解や関心を深めて
いただくため、市民や市内企業の皆さまを対象に、出前講
座を実施しています。
　講座人数は何人からでも開講します。
　講座会場についてはご準備ください。

　おもちゃライブラリーでは遊びを通して子どもたちの
豊かな心の育成を目的におもちゃで遊ぶ場所の提供や
おもちゃの貸し出しなどを行っています。

　おもちゃ病院ではドクターがおもちゃの診察・修理を
行っています。動かない、音が出ないなど壊れてしまった
おもちゃがあればぜひお持ちください。

　家族団らんの時間確保や家事軽減を図り、心と身体を
リフレッシュする時間を多く持てるように支援するととも
に、地域社会とのつながりを深めることを目的に、手作り
お弁当を配食しています。

●暮らしの中のボランティア（ボランティア入門）　
●車いすから見える社会（車いす体験）
●見えないことを感じよう（アイマスク体験）
●高齢者の体の状態を体験しよう（高齢者疑似体験）
●手話にふれてみよう（手話体験）
●点字にふれてみよう（点字体験）
●その他（応相談）

講座内容例講座内容例
①２０歳未満の子どもを扶養する
　ひとり親と家族
②ひとり暮らしの視覚障がい者
毎月第３土曜日の昼食
※令和２年度は８月・１１月・１月は休み

１食３００円
利用申込書を記入の上、社協窓口に提出
※申込書は社協窓口か、ホームページから
　ダウンロードできます。

下記まで

対 象

日 時

利用料
申 込

問合せ

毎月第2木・第3土曜日
午前10時～正午
総合福祉会館
1階教養娯楽室
下記まで

日    時

受付場所

問 合 せ
問 合 せ

毎月第2木・第3土曜日
午前10時～11時
総合福祉会館 1階集会室
利用料は無料

（部品が必要な場合、有料）

下記まで

受付場所
そ の 他

受付日時

ぜひ、遊びに来てください♪♪

★森のコロコロ
　ワンワンカー

★プラレール
　レールセット

●いつもパパと公園で遊んでいたラジコンカー
を直してくれてありがとうございました。
●思い出がたくさんつまった壊れたおもちゃを
また使えるようにしていただきありがとうござ
いました。

利用者の声

受付・修理ボランティアも
募集しています♪♪

利用料は無料♪

費 用 無料 問合せ 下記まで
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（問合せ先）社会福祉法人 赤穂市社会福祉協議会　電話 0791-42-1397　　FAX 0791-45-2444

●委任預託　 〈敬称略〉

住　　所 預　託　者 金　　額 預　託　内　容

中 広 総合福祉会館 2,300 善意の募金箱

尾 崎 瀬戸内ホーム 132 善意の募金箱

塩 屋 桜 谷 荘 788 善意の募金箱

東 有 年 匿 名 10,000 車椅子御礼
◎善意銀行受付窓口・・・赤穂市社会福祉協議会◎

あなたのやさしさを善意の窓口へ――― 赤穂市善意銀行
マスコットキャラクター

ぜんい君 こころちゃん預託状況（2月21日～ 3月31日受付分）

知っ得あんしん
し とく

みんなの介護保険

※まずは担当ケアマネジャーにご相談ください。

Q A＆
冷蔵庫が故障して困っています。店へ行き、冷蔵庫を購入して
きてもらえるようにヘルパーに頼むことはできますか。
　介護保険での買い物代行は、日用品などの生活必需品の買い物のみ
となっています。
　冷蔵庫やテレビ、エアコンなどの家電や家具、酒やたばこなどの嗜
好品、ペット用品や園芸用品などの購入については、介護保険での買
い物代行は利用できません。

A
Q

●法人会費 5,000円
●個人会費 2,000円　●一般会費 500円　

賛助会費ありがとうございました

　賛助会費は、社会福祉協議会の貴重な財源です。安定
した地域福祉事業の充実や発展を図るためにも、皆様の
あたたかい援助が必要です。ご協力をお願いいたします。

心配ごと相談所よりお知らせ

【一般相談】	 4月22日（水）	 5月13日（水）
【弁護士相談】（要予約）	 4月15日（水）
【カウンセラーによるこころの相談】（要予約）
	 4月22日（水）	 5月13日（水）
※4月29日と5月6日は祝日のためお休みです。
※相談は無料。
※時間はいずれも午後１時～５時までです。

問合せは、下記までご連絡ください。

心配ごと相談所のご案内
 （4 月 15 日～ 5 月 13 日まで）

相談無料 秘密厳守
　市民の皆さまの日常生活のあ
らゆる不安や悩みごとの相談に
応じます。一般相談・弁護士相
談・こころの相談について、ど
れを選べばよいか分からないと
いう時は、担当者よりご案内さ
せていただきます。お気軽にご
相談ください。

地域密着型通所介護事業所
「わたしんち」よりお知らせ

　地域密着型通所介護事業所「わたしんち」は、
２月２９日をもって事業を廃止しました。
　多くの方にご利用いただき、誠にありがとうござ
いました。

あたたかい善意をありがとうございました

【個人】 村上　龍彦　　匿名１名
福祉の拠点をみんなで支えて
ください。

●  お 詫 び  ●
　あこう社協だより 3 月号の「保護犬の里親募
集！」の記事の中で、三村可奈子さまの連絡先に
誤りがありました。訂正させていただきます。

正　 kzk1232000@yahoo.co.jp
誤　 kzk1232006@yahoo.co.jp
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ご意見・問合せは ホームページもぜひご覧ください！

社会福祉法人 赤穂市社会福祉協議会　
〒678-0232 赤穂市中広267番地
電話 0791-42-1397
FAX 0791-45-2444
E-mail　ako-shakyo@ako-shakyo.jp

facebookを
始めました！

検索赤 穂 市 社 協

Ｑ．活動を始めたきっかけは？

小椋　康博さん（浜市）

出会いを大切に
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ち
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と
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話
』募
集

　今回は、移送サービスボランティア「てんとうむし」や点訳ボランティ
ア「赤穂点灯会」などで活動しながら、赤穂ボランティア協会の事務
局長を務めている小椋さんにお話をお聞きしました。

　　現役で仕事をしていた時は、地域の方との交流はほとんどあ
りませんでした。赤穂出身でもない私は、第２の人生を楽しく有
意義に過ごすために、どうしようかなと考えていました。そんな時、
妻から「新しい仲間を作るために何かボランティアでも始めたら」
の言葉を受け、ボランティア活動を始めました。

Ａ．

Ｑ．活動をしていてうれしかったことは？
　　利害を超越した人たちと行動を共にし、さらに活動対象者
の方々と接することで自分の存在感を感じると同時に、さまざま
なボランティア活動を通して新しい視野を広げることができ、う
れしく感じています。

Ａ．

Ｑ．これからの目標は？
　　ボランティア活動を始めて１３年。体力や気力は始めたころ
より大分衰えてきました。無理をせず、今の私にできるボランティ
ア活動を少しでも長く継続し、皆さんのお役に立てればうれしい
です。

Ａ．

　令和２年度がスタートし、新生活をスタートされた方も多くいらっしゃるのではないでしょうか？さて、今年
度から「あこう社協だより」はフルカラーで発行することとなりました。皆さんに社協の事業や活動をよりわか
りやすく、より見やすくお届けしたいと考えておりますので今年度もよろしく
お願いします。（み）

（
応
募
方
法
）氏
名（
ペ
ン
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ム
）・年
齢・性
別・電
話
番
号

を
明
記
し
、持
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・
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・
Ｅ
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ず
れ
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で
ご
応

募
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だ
さ
い
。２
０
０
字
程

度
に
ま
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さ
い
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※
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記
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

やすひろお ぐら


